
令和３年度 水道事業決算及び主な実施事業

２ 中期財政収支計画と決算額との比較（単位：百万円）

※各金額を百万円未満四捨五入で表記しているため、合計額や差引額
が一致しない場合があります。

※物件費：動力費、修繕費、委託料等

収支不足の４６億円は
企業内部の補てん財源
を充当します。

収益的収支
（維持管理の収支）

資本的収支
（建設投資の収支）

国庫
補助金等
３億円

企業債
２６億円

一般会計
繰入金
１億円

建設改良費
５０億円

企業債償還金
２４億円

資本的収入
３０億円

（２４億円）

資本的支出
７６億円

（６１億円）

収益的収入
１１１億円
(１０５億円）

人件費
１１億円

減価償却費等
３５億円

純利益
２５億円

物件費
３４億円

収益的支出
８６億円

（９０億円）

企業債
利息等
６億円

（ ）内は前年度

１ 決算

その他
２億円

※料金改定の影響により
前年度比＋６億円

長期前受金
戻入
４億円

その他
４億円

他会計
繰入金
２億円

水道料金
１０１億円

中期財政
収支計画①

決算額
②

②－①

水道料金 10,001 10,087 86

長期前受金戻入 426 429 3

その他収入 437 396 ▲ 41

他会計繰入金 221 220 ▲ 1

収入計 11,085 11,131 46

人件費 1,244 1,071 ▲ 173

物件費※ 4,625 3,434 ▲ 1,191

減価償却費等 3,583 3,490 ▲ 93

企業債利息等 709 596 ▲ 113

その他 10 36 26

支出計 10,171 8,628 ▲ 1,543

914 2,503 1,589

収
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収
支
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き
）

経常損益

中期財政
収支計画①

決算額
②

②－①

企業債 3,787 2,600 ▲ 1,187

他会計繰入金 178 126 ▲ 52

国庫補助金 70 71 1

その他 11 192 181

収入計 4,046 2,989 ▲ 1,057

建設改良費 7,107 5,013 ▲ 2,094

企業債償還金 2,357 2,357 0

その他 200 200 0

支出計 9,664 7,570 ▲ 2,094
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政策１ 危機管理を強化する。

〇重要な管・施設の地震対策（基幹管路の耐震管率 ４０.８%）

・水道管の耐震化 ６.３億円（３.０km） 、繰越 ４.２億円

葵区大岩町・大岩一丁目配水本管及び配水管布設替工事など 計９件

〇渇水対策

・（仮称）門屋取水場試験井築造工事 ０.７億円

〇災害時などの対応や体制の確立

・災害時活動拠点の整備 １.２億円

駿河区中島児童館 耐震性貯水槽設置

３ 主な事業

政策２ 管・施設を効率的に運用する。

〇重要な管・施設の老朽化対策（管路の年間更新率 ０．７１%）

・水道管の更新 ２１.９億円（１５.７km） 、繰越 １８.１億円

清水区木の下町外配水管布設替工事など 計４８件

・水道施設の更新 ６.９億円（７箇所）、繰越 １２.６億円
清水谷津浄水場汚泥掻寄機更新工事など 計７件

老朽化した水道管
の布設替えの様子

駿河区中島児童館
耐震性貯水槽設置工事

政策4 お客さまサービスを向上させる。

〇接客・窓口サービスなどの充実

・上下水道事業検針・収納等業務委託 ３．７億円

・料金支払いの利便性の向上

電子マネー支払（LINE Pay請求書支払い、PayPay請求書払い）、銀行口座からの即時引き落とし

（楽天銀行コンビニ支払サービス、PayB払込票決済）３．１億円（４．１万件）※令和３年度収納実績

〇安全でおいしい水の安定的な供給

・水道管の整備・充実 １.８億円（２.０km） 、繰越 ３.３億円

葵区漆山、駿河区大谷・宮川、清水区梅ヶ谷ほか 計１２件

・水道施設の整備・充実 ３.１億円、繰越 ０.７億円

足久保配水場ポンプ棟、機械設備及び電気設備等の完成（継続費）

・鉛製給水管の更新 １.６億円

鉛製給水管更新修繕など ３，８１１箇所

お客様サービスセンター
の様子

政策５ 信頼される経営を確立する。

〇財政の健全化

目標どおり企業債残高を適正に管理している。

444億円
（目標 450億円）〇料金改定

令和２年10月1日 水道料金改定により、

基本料金＋13億円増収（令和元年度比）


